
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苫小牧港利用促進協議会 

２０２３年１１月 

 

海外ポートセールス in 韓国 

報告書 



１ 活動目的 

 苫小牧港利用促進協議会は、2011 年の中国（上海）を皮切りに、継続して海外ポートセールス活動を

実施してきた。新型コロナウィルス感染症の影響により、2019 年のマレーシア（クアランプール）以降

は中止していたが、今年度は 4 年振りに活動を再開した。（詳細は下表１のとおり） 

 

 訪問国の選定について、今年度の総会において事業計画が承認された後に、苫小牧港ポートセールス研

究会を開催し、韓国に決定した。 

  

表１：海外ポートセールス活動 実績 

年度 国 セミナー開催都市 

2011 年（H23） 中国 上海 

2012 年（H24） 中国 大連 

2013 年（H25） インドネシア ジャカルタ 

2014 年（H26） ロシア ウラジオストク 

2015 年（H27） ベトナム ハノイ 

2016 年（H28） シンガポール シンガポール 

2017 年（H29） 台湾 台湾省 

2018 年（H30） タイ バンコク 

2019 年（R01） マレーシア クアラルンプール 

2020 年（R02） 
（新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の影響により中止） 2021 年（R03） 

2022 年（R04） 

2023 年（R05） 韓国 ソウル 
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２ 参加者 

 参加者は３２名で、苫小牧港利用促進協議会会員に加えて、会員外である苫小牧市（産業経済部）から

の参加もあった。（詳細は下表２のとおり） 

 

表２：参加者名簿                                   （敬称略）  

No. 会社名/団体名 部署/役職 氏名 

1 
苫小牧港利用促進協議会 

会⾧ 岩倉  博文 

2 会⾧代理 佐々木 秀郎 

3 NX 北旺運輸㈱ 管理部 代表取締役社⾧ 田村  秀二 

4 栗林海陸輸送㈱ 取締役 沼里  靖博 

5 

㈱栗林商会 

代表取締役社⾧ 栗林  和徳 

6 常務取締役 栗林  宜徳 

7 苫小牧支社 営業課⾧ 沼田  好泰 

8 
苫小牧栗林運輸㈱ 

代表取締役社⾧ 栗林  秀光 

9 総務部 執行役員 小林  克之 

10 
苫小牧港開発㈱ 

代表取締役社⾧ 関根  久修 

11 ターミナル事業部 副部⾧ 渕脇  正広 

12 
苫小牧国際コンテナターミナル㈱ 

代表取締役社⾧ 上遠野  護 

13 専務取締役 味村  康司 

14 
苫小牧埠頭㈱ 

代表取締役社⾧ 海津  尚夫 

15 港運事業部 中田  大輔 

16 
苫小牧北倉港運㈱ 

代表取締役社⾧ 成田  雅則 

17 港湾部 副部⾧ 白水  悠也 

18 ㈱苫東 基盤事業部 田中  将真 

19 苫東コールセンター㈱ 理事企画総務部⾧ 大西   誠 

20 
ナラサキスタックス㈱ 

札幌支店・国際営業部 取締役 木村  雅寿 

21 国際営業部 部⾧ 大田  憲介 

22 日本通運㈱ 苫小牧支店 業務推進 苫小牧支店⾧ 宮谷  俊行 

23 
北海運輸㈱ 

代表取締役社⾧ 浅野  裕史 

24 海運事業部門 常務取締役 本間  義直 

25 苫小牧市 産業経済部⾧ 小名  智明 

26 

苫小牧港管理組合 

（事務局） 

総務部 政策推進課⾧ 伊藤   充 

27 施設部 施設課⾧ 藤田  尚也 

28 総務部 政策推進課 振興係⾧ ⾧谷部 和紀 

29 施設部 施設課 施設維持係⾧ 檜   脩平 

30 総務部 業務経営課 港営係 三塚 翔太郎 

31 日本旅行北海道㈱ 

（旅行代理店） 

苫小牧支店⾧ 岡本  大史 

32 担当 林  直次郎 
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３ 日 程 

 日程について、下記のとおり実施した。 

 

日程 月日 都市名 時刻 内容 

１
日
目 

11 月 7 日 

（火） 

千歳 

 

仁川 

ソウル 

11:00 

14:00 

17:15 

19:30 

出発式   （新千歳空港 国際線において） 

新千歳空港 出発（KE766） 

仁川空港  到着 

結団式   （夕食会場において） 

2 日目の日中は、船社訪問班、市場調査班に分かれて活動 

２
日
目 

11 月 8 日 

（水） 

船社訪問班 

10:00 

11:00 

13:30 

14:30 

南星海運（NAMSUNG Head Office） 

天敬海運（CK LINE Seoul Office） 

高麗海運（KMTC Seoul Head Office） 

⾧綿商船・興亜海運（SINOKOR Seoul Head Office） 

市場調査班 

09:00 

11:00 

13:30 

JETRO ソウル事務所 

韓国貿易協会（KITA） 

ソウル市内市場調査 

ソウル 
19:00 

20:30 

苫小牧港セミナー in 韓国 開会（ロッテホテルソウル） 

       〃      閉会 

３
日
目 

11 月 9 日 

（木） 

ソウル 

釜山 

 

 

09:00 

11:15 

13:30 

16:00 

ソウル駅 出発（KTX：韓国高速鉄道） 

釜山駅  到着 

釜山港湾公社（BPA） 

釜山新港（Hanjin Busan New Tarminal） 

４
日
目 

11 月 10 日 

（金） 

釜山 

仁川 

 

 

千歳 

10:25 

11:35 

12:15 

12:55 

15:30 

釜山空港  出発（KE1414） 

仁川空港  到着 

解散式   （仁川空港  国際線において） 

仁川空港  出発 

新千歳空港 到着 
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４ 報 告 

 海外ポートセールス活動の内容について、時系列で報告する。 

 

■ 1 日目 １１月 7 日（火）  新千歳空港 ⇒ 仁川空港 ⇒ ソウル 

   

 仁川空港を経由し、ソウルへ移動した。夕食会場では結団式を行った。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新千歳空港 夕食会場（ソウル） 

結団式 宿泊先（ソウル） 
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■ 2 日目-Ⅰ １１月８日（水）  船社訪問班 

 

 船社訪問班は、苫小牧港に定期航路を持つコンテナ船社（スロットチャーターを含む）を訪問した。各

社での訪問時には、共通して航路開設からの苫小牧港との縁に対する謝意や、貨物動向のトレンドや 2024

年問題（⾧距離ドライバー関連）等についての情報交換を実施するなど、親交を深めた。主な内容につい

て、次頁より報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-5- 



● 南星海運（NAMSUNG SHIPPING Co.,Ltd.）  

 

【日 時】 １１月８日（水） １０：００ ～  １１：００ 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南星海運 
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● 天敬海運（CK LINE Co.,Ltd.） 訪問  

 

【日 時】 １１月８日（水） １1：００ ～  １２：００ 

 

    

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天敬海運 
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● 高麗海運（KMTC Co.,Ltd.） 訪問  

 

【日 時】 １１月８日（水） １４：００ ～  １５：００ 

 

 

     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高麗海運 
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● ⾧錦海運・興亜運輸（SINOKOR Co.,Ltd.・HEUNG-A Logistics Co.,Ltd.） 訪問  

 

【日 時】 １１月８日（水） １５：００ ～  １６：００ 

 

 

         

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⾧綿商船・興亜海運 
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【船社訪問における主な内容（相手方）】 

 

船社訪問時において、相手方から主に以下のような内容の意見があった。（順不同） 

 

・ 今後、期待が持てる分野として、北海道ブランドの農水産物があり、この分野についてリーファー 

 コンテナを用いた輸出入の動きがより活発になることを望んでいる。 

 

・ 苫小牧港周辺は、新たなエネルギー事業を構築するために、注目されているものと捉えている。 

 

・ 東南アジアなどを結ぶ航路に目を向けているため、苫小牧港の取扱貨物量の増加に期待したい。 

 

・ 現在、中国による規制で貨物量の減少とともに運賃も下がっているため、事態の早期回復を期待し

ている。 

 

・ 韓国では、日本ほど深刻ではないないものの、港湾労働者不足が問題となっている。特に港湾労働 

 に対して、若者は興味を示しにくい様子である。 

 

・ 生鮮食品に関する輸送については、短期間化（時間の縮減）が求められている。 

 

・ 釜山港について、総合的な積替時間の短縮が図られ、さらに顧客に満足してもらえるようになるこ 

 とを望んでいる。 

 

・ 苫小牧港について、外航コンテナ貨物取扱量は日本で第９位であり、より一層伸⾧することを望ん

でいる。 

 

・ 今後について、苫小牧港の特徴を生かした物流システムを構築していくことが非常に重要であると

考えている。 
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■ 2 日目-Ⅱ １１月８日（水）  市場調査班 

 

 市場調査班は、韓国の貿易環境を取り巻く変化ついて、専門的な情報を取り扱う機関に訪問した。 

各社での訪問時には、当協議会の目的や苫小牧港の概要を説明し、韓国における苫小牧港の認知度等につ 

いて確認した。各機関毎の主な内容について、次頁より報告する。 
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● JETRO ソウル事務所 訪問  

 

【日 時】 １１月８日（水） ０９：００ ～  １０：００ 

 

【主な内容（相手方）】 

 

・ 韓国において、北海道のネームバリューは非常に高いが観光面をフォーカスされることが多い。 

 

・ 北海道との貿易の際には、当然苫小牧港が利用されていると思うが、そのことを意識している企業は 

 少ない。（苫小牧市・苫小牧港の認知度は高くない） 

 

・ 今後、さらなる連携体制がとれるように苫小牧港とは親交を深めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JETRO ソウル事務所 
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● 韓国貿易協会（KITA） 訪問  

 

【日 時】 １１月８日（水） １１：００ ～  １２：００ 

 

【主な内容（相手方）】 

 

・ 韓国貿易協会は、韓国において主に輸出の拡大を計画する企業を会員に持ち、加盟会員の輸出拡大を  

 支援している。 

 

・ 苫小牧港利用促進協議会の目的は理解した。例えば、加盟企業に対して苫小牧港の概要を周知するよ  

 うな支援はできると考えるため、利用して欲しい。 

 

・ 今後、さらなる連携体制がとれるように苫小牧港とは親交を深めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

韓国貿易協会（KITA） 
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■ 2 日目-Ⅲ １１月８日（水）  苫小牧港セミナーin 韓国 

 

【日 時】 １１月８日（水） １９：００ ～  ２０：３０ 

 

 ソウル市内において、苫小牧港利用促進協議会による苫小牧港セミナーを開催した。 

 

 ・ 参加者：80 名（招待客 47 名 協議会会員 33 名） 

   ※招待客は、船社、フォワーダー、官公庁、港湾関係団体、金融業など 

 

 ・ 内 容：苫小牧港の概要説明（プレゼンテーション）、立食形式による情報交換会、 

   パンフレットや特産品の PR など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 催 者 挨 拶（佐々木 秀郎） 来 賓 挨 拶（前川 直行 様） 概 要 説 明（上遠野 護 様） 

乾 杯（栗林 和徳 様） 中 締 め（海津 尚夫 様） セミナーの様子 

会 場 風 景 
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（参考資料） 

「苫小牧港セミナー in 韓国」 

開催次第 

 

      日時：2023 年 11 月８日（水） 19：00-20：30 

      会場：ロッテホテルソウル２F エメラルドルーム 

      司会：苫小牧港利用促進協議会事務局次⾧ 

       苫小牧港管理組合政策推進課⾧ 伊藤 充 

 

   １ 受      付（18：30）  受付後、随時入場 

   ２ 開   会（19：00）   

   ３ 主催者挨拶       苫小牧港利用促進協議会 会⾧代理 

   苫小牧港管理組合 専任副管理者 佐々木 秀郎 

   ４ 来 賓 挨 拶       日本貿易振興機構（ジェトロ）ソウル事務所 

                  所⾧ 前川 直行 様        

   ５ 概 要 説 明       苫小牧国際コンテナターミナル㈱ 

                  代表取締役社⾧ 上遠野 護 様 

   ６ 乾   杯       ㈱栗林商会  

   代表取締役社⾧ 栗林 和徳 様 

   ７ 歓   談 

   ８ 中 締 め       苫小牧埠頭㈱  

                  代表取締役社⾧ 海津 尚夫 様 

   ９ 閉   会（20：30） 

 

-15- 



■ ３日目 １１月９日（木）  ソウル駅 ⇒ 釜山駅 

 

ソウル駅を経由し、釜山へ移動した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソウル駅 韓国高速鉄道 KTX 

釜山駅 
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● 釜山港湾公社（BPA）   

 

【日 時】 １１月９日（木） １３：３０ ～  １４：００ 

 

【目 的】 苫小牧港が外国貿易を行う上で、最重要な港湾である釜山港の港湾管理者である釜山港湾 

     公社（BPA）と情報交換を行い、親交を深める。 

 

【説明概要】 

・ 釜山港は、輸出入とトランシップが 1000 万 TEU を超える世界で唯一の港湾であり、韓国の取扱量 

 貨物量の 60％以上のシェアを占めている。 

 

・ 韓国は、釜山港に集中して投資を行い、発展させる政策をとっている。 

 

・ 韓国は、日本の 5 倍以上の物流量となっている。 

 

・ 釜山港は、取扱貨物量の確保を実現しているため、基幹航路の維持に要する費用をカバーすること 

 につながっていると考えている。 

 

・ 釜山港は、シンガポールのように地理的な優位性が高いため、北東アジア地域の中で優先的に選択 

 されていると受け止めている。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釜山港湾公社（BPA） 
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● 釜山新港（Hanjin Busan New Tarminal） 訪問  

 

【日 時】 １１月９日（木） １５：５０ ～  １７：００   

 

【目 的】 先進的な自動化ターミナル施設の一つである「ハンジンコンテナターミナル」を視察し、     

      情報収集を図る。   

 

【説明概要】 

・ 釜山新港に位置するハンジンコンテナターミナルは、ヤード面積 661,736m2、岸壁の⾧さ 1.1km、   

 水深 17m を誇る。北米、ヨーロッパ、アジアを結ぶ主要幹線航路上にあり、超大型船舶の接岸も可  

 能。釜山新港の入り口に位置し、短い動線で入出港が可能であることから、定時性の確保に加え、費 

 用削減効果を提供している。 

 

・ 着岸可能な最大の船型は、2 万 4 千 TEU 積。 

 

・ 最先端の技術により 100ｔ以下の大型貨物、⾧尺貨物、重要貨物の作業を、海上クレーンを使わず 

 に行うことができる。 

 

・ 21 ブロックの全ヤードに、世界初の 3D ヤード自動化システムを導入し、効率的な処理を実現して 

 いる。リアルタイムで車両の位置を追跡し、コンテナの積み下ろし作業を自動で行うとともに、規格 

 化されていない外部車両の場合、遠隔操作により精密な作業が可能となっている。これらにより、ト 

 ラックの平均ターンタイムは 12 分以下を記録している。 

 

・ コンテナのメンテナンス、洗浄作業とあわせて、釜山新港物流システムと連携してワンストップサ 

 ービス(修理場、洗浄場、空コンテナ蔵置場)を提供している。 

 

・ モバイルアプリケーションサービスやヤードマップの照会など、顧客中心の視点によるサービスを 

 提供している。 

 

・ LNG ヤードトラクターの運行により、CO2 排出量の最小化を図っている。 

 

・ ハンジン釜山コンテナターミナルは、環境にやさしいオペレーションと、顧客中心の有機的な調和  

 を実現することで持続可能な未来（ESG）を見据えている。韓国において、港湾業界初の ESG 経営 

 を導入することで、より安全な職場を確保し、地域共生企業として生まれ変わろうとしている。 
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釜山新港（Hanjin Busan New Tarminal） 
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（参考資料）釜山港・釜山新港 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釜山新港 

釜山港 
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■ ４日目 １１月１０日（金）  釜山空港 ⇒ 仁川空港 ⇒ 新千歳空港 

 

 釜山空港、仁川空港を経由し、新千歳空港へ移動した。仁川空港では解散式を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釜山空港 仁川空港（解散式） 

航空機から望む韓国① 航空機から望む韓国② 
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